
平成23年度もりおか女性センター主催：事業テーマ「女性センターでふみ出す私の一歩～つながる、ひろがる、変える！～」

主 催：盛岡市、もりおか女性センター

共 催：もりおか女性の会

後 援：岩手県、盛岡市教育委員会、朝日新聞盛岡総局、読売新聞盛岡支局、毎日新聞盛岡支局、岩手日報社、盛岡タイムス社、

NHK盛岡放送局、IBC岩手放送、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、マ・シェリ

●問い合わせ

もりおか女性センター(本館) 電話 019-604-3303
〒020-0871 盛岡市中ノ橋通1-1-10 プラザおでって5階 http://mjc.sankaku-npo.jp

もりおか女性センター指定管理者：特定非営利活動法人 参画プランニング・いわて

「男女共同参画社会基本法」の制定を記念し、6月は男女共同参画週間です。 開催期間

6/4日(土)
～10日(金)
【入場無料】

その他事業：ビデオ上映、関連図書展示、関連パネル展示 (会場：もりおか女性センター)

男女共同参画週間

講演会 6/4(土)
会場：おでってホール

ギャラリートーク 6/4(土)

時間11：00～12：00
会場：プラザおでって 大会議室

■女性と仕事の未来館所蔵パネル展示

「婦人少年局誕生から６０年

～女が変わる、男も変わる～」
菅原幸子さん(女性就業支援センター)による

ギャラリートークを開催いたします。

※パネル展示は、6/4(土)～6/5(日)10～17時まで開催しております。

【5日は16時で終了】

２０１１

【赤松良子さんプロフィール】

元 労働省婦人局長、男女雇用機

会均等法制定の中核として尽力。

文部大臣、ウルグアイ大使を歴任。

現在、(財)日本ユニセフ協会会長、

国際女性の地位協会名誉会長。

パネル展
も同時開催

◆第1部：13：00～14：00

講演会「今ふりかえる、私の歩んだ道

-男女雇用機会均等法が生まれるまで-」
講 師：赤松 良子さん(国際女性の地位協会名誉会長）
◆第2部：14：15～16：15

パネルディスカッション 「ふみ出そう！‐私たちの男女共同参画‐」
コーディネーター： 矢澤 澄子さん（東京女子大学元教授）

パ ネ リ ス ト ： 浅倉 むつ子さん(早稲田大学大学院法務研究科教授)

山下 泰子さん(文京学院大学名誉教授)

田端 八重子 (もりおか女性センター長）

定 員：200人

申込方法：電話、FAXで先着順に受付
【託児あり】講演会・パネルディスカッション(13：00～16：15）のみ。

対象：6カ月～未就学児。一人につき500円の負担。電話にて要予約。

定員5人。定員になり次第締め切り



氏名 所属機関等の名称 氏名

もりおか女性センター本館　FAX　050-2013-4750

・・・・・・・・・・6月4日講演会＆パネルディスカッション　FAX用参加申込書・・・・・・・・・・

申込者 TEL

所属機関等の名称

映 画「ビルマVJ～消された革命～」上映会
（2008年／アンダース・オステルガルド：監督作品）

時 間： 開場18：00

上映18：30～20：00

(上映時間85分)

料 金： 前売券1,000円(当日1,200円)

高校生以下800円(前売当日共通)

チケット販売： 市内プレイガイドで販売

関連事業 6/10(金)
会場：おでってホール

２０１１

軍事独裁政権によって外国人ジャーナリストの入国が厳しく制限されている東南アジアの国・ビルマ（ミャン

マー）。それにも関わらず、世界中のニュースが2007年の反政府デモの様子を報じることが出来たのはなぜ

か？その裏には、拷問や投獄のリスクをかえりみず、情報を発信し続ける＜ビルマ民主の声＞のVJたちの

命がけの活動がある。小型ハンディカムで撮影された映像は密かに国外に送られ、無償で国際的なメディア

に配信される。豪雨の中、自宅軟禁中のアウンサンスーチー氏を訪ねるデモ隊の姿や、国軍兵士によって

日本人ジャーナリスト長井健司氏が故意に射殺される瞬間を世界中に配信したのも彼らである。

自宅軟禁中のアウンサンスーチー氏の

もとへと集う民衆

日本人ジャーナリスト長井健司氏殺害の現場

その瞬間をとらえたのは、彼らVJたちだった

ビデオ・ジャーナリスト


